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心と心が通い合う「介護」の仕事（２～３頁に関連記事）心と心が通い合う「介護」の仕事（２～３頁に関連記事）

　このコーナーでは地域のふくしを支え

る宝物（人・物・笑顔）を紹介します。
トレジャー

地域の宝物見つけた!!

～「ふくし」は「 ふ だんの く らしの し あわせ」～

県社協SNS・ 和歌山県白梅賞・
 和歌山県社会福祉功労者表彰式のご報告
・ 和歌山県地域福祉推進フォーラム
 開催のご案内
・ 「ふれあい作品展」開催のご案内
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・ 地域福祉活動紹介
 有田市社会福祉協議会・かつらぎ町社会福祉協議会
・ 赤い羽根共同募金
・ 情報案内コーナー
・ 　　　　　 トレジャー
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こ
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も
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を
行
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て
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す
。
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一
人
で
も
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く
の
方
に
発
達

障
が
い
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
講
演
会
を
開
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し
て
い
ま
す
。内
容
は
、一
般
啓
発
か
ら
支
援
者
を

対
象
に
し
た
も
の
ま
で
幅
広
く
実
施
し
て
い
ま
す
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ポ
ラ
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が
目
指
す
と
こ
ろ

　近
頃
、発
達
障
が
い
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ラ
リ
ス
で
は
み
ん
な
が
発
達
障
が
い
の
知
識
を
持
ち
、

発
達
障
が
い
を
特
性
と
捉
え
、共
生
で
き
る
社
会
を
目
指

し
、普
及
啓
発
活
動
や
研
修
会
開
催
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
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　今
回
は
、県
発
達
障
害
者
支
援
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ン
タ
ー
ポ
ラ
リ
ス（
以

下「
ポ
ラ
リ
ス
」と
い
う
）の
辻
幸
代
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。辻
さ
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は
、大
学
時
代
に
自
閉
症
の
子
ど
も
と
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出
会
い
が
き
っ
か
け
で
自
閉
症
支
援
に
関
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を
持
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、卒

業
後
も
積
極
的
に
勉
強
会
へ
の
参
加
な
ど
を
継
続
し
、現

在
は
ポ
ラ
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ス
の
セ
ン
タ
ー
長
と
し
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、発
達
障
が
い
者

や
発
達
障
が
い
に
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る
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へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。以
下
、ポ
ラ
リ
ス
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

支
援
の
目
的

　発
達
障
が
い
は
環
境（
場
所
・
活
動
・
人
な
ど
）の
影
響

を
受
け
や
す
く
、一
生
に
わ
た
っ
て
の
理
解
と
支
援
が
必

要
で
す
。外
見
か
ら
は
わ
か
り
に
く
い
障
が
い
な
の
で
、全

て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
ス
ム
ー
ズ
に
環
境
に
適
応
で
き

る
よ
う
、住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

支
援
メ
ニ
ュ
ー

○
相
談
支
援…

発
達
障
が
い
者
本
人
や
家
族
だ
け
で
は

な
く
、学
校
な
ど
支
援
す
る
方
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

情
報
提
供
や
関
係
機
関
の
紹
介
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
要
予
約
、年
齢
制
限
な
し
、匿
名
可
。）

○
療
育
支
援（
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
）…

多
く
の
発
達
障

が
い
者
支
援
を
可
能
に
す
る
た
め
、依
頼
が
あ
れ
ば
ど

相談に来られた方への労いと、
リスペクトを大切に。

住 所
T E L
F A X
m a i l
H P

：和歌山市葵町３-２５
：073-413-3200
：073-413-3020
：polaris@jtw.zaq.ne.jp
：http://aitoku.or.jp/polaris

辻　幸代さん
和歌山県発達障害者支援センター

ポラリス

つじ さち よ

講演会のご案内

　発
達
障
害
の
あ
る
人
の
自
尊
感
情
を
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て
可
能

性
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応
・
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援
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な
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案
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チ
〜
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ICTの導入により業務を効率化

オンライン求職相談

　高齢化が進行し“超高齢社会”とも言われる現在、全国的に介護職の人材不足が課題となっています。また、今後にお
いても、出生率の低下に伴う労働人口の減少から、状況がさらに深刻化していくことが予測されます。
　厚生労働省では、こうした現状を受けて、国民が介護について改めて考え、地域社会で交流し支え合うことを啓発する
ために、11月11日を「介護の日」と定めました。また、広く国民に対して、福祉・介護サービスについて理解を深めるととも
に、福祉人材の確保・定着を図るため、11月4日～11月17日までを「福祉人材確保重点実施期間」としています。

　県社協では、県からの委託により県福祉人材センター「ハートワーク」（県社協内）
と紀南福祉人材バンク（田辺市社協に委託）が、福祉人材の無料職業紹介所として
次頁の取組を継続的に行いながら、求職者と求人事業所の双方を支援しています。
　また、県社協地域福祉部生活資金班では、福祉職への就業を経済的にバックアッ
プするために、介護福祉士修学資金や再就職準備金等の貸付を行っています（問合
せ先：073‒435‒5223）。

　一方で、求人事業所自身が実施している人材確保・定着に向けた取組も様々です。今回は、その一例をご紹介します。

11月11日は「介護の日」
福祉人材確保重点実施期間（11月4日～11月17日）

いい日、いい日、毎日、
あったか介護ありがとうの

はじめよう！
福祉　仕事福祉　仕事

キメジロウ

ハジメ羊
ヨウ

　寿敬会では、昨年、運営する施設の中で一番古い建物である「特別養護老人ホーム大日山荘」の建て替えを行いまし
た。その目的の一つが、職員のための「働きやすい職場づくり」。
　入浴介助の際、介助する職員にのみクーラーが当たる「スポットクーラー」を設置。介護しやすい環境を整えました。
　また、見守りシステムとして、職員に一人一台ずつ業務用のスマホを貸
与し、利用者の部屋ごとに設置したカメラとつなぐことで、その場で利用
者の様子を確認できるようになりました。通話機能で声掛けをすることも
できます。
　記録システムも導入し、記録や申し送り等もタブレット端末を通じて簡
単に行えるため、以前よりも業務が効率化しています。
　さらに、事業所内保育所の設置や各種休暇が取得しやすいよう職員同士
が協力し合う体制づくりに努めることで、若い世代をはじめとする職員の
離職防止にもつながっており、「働きやすい職場」が実現されています。

だいにちさんそう

「働きやすい職場づくり」に向けた取組（社会福祉法人 寿敬会）
じゅ けい かい

　福利厚生の充実による「働きやす
さ」、研修や意見交換会等の充実によ
る「働きがい」のある職場環境づくりが、
人材の定着につながります。長期の人
材定着は、その期間中に職員のステッ
プアップが期待できることから、現場
に対する還元も大きくなります。

③働きやすい職場づくり
　ICT技術の導入や外
国人介護人材の受入等
により、業務の効率化を
図り、職員の負担を軽
減することで、人材の確
保・定着につながります。

② ICT等の導入
　求職者に対して自法人（施設）
の仕事内容や職場の雰囲気、魅
力等の様々な面を効果的に伝え
るツールとして、YouTubeやSNS
を利用。定期的に配信することで、
自法人の魅力発信や認知度の向
上につながります。

①広報の強化

県福祉人材センター「ハートワーク」、

紀南福祉人材バンク 各種SNSのご案内
　人材センターでは、各種SNSのアカウ
ントより福祉の仕事に関するお役立ち情
報を随時お届けしています。
　ぜひ、QRコードから、フォローもしく
はお友達登録をよろしくお願いします！

県福祉人材センター「ハートワーク」の取組
県福祉人材センター（※以下、人材センター）では、下記の事業を実施しています。
体験や相談にかかる費用は無料です。詳しくは、下記人材センターまでお問合せください。

お問合せ先 県福祉人材センター 「ハートワーク」（県社協内）　TEL：073-435-5211

　福祉分野への就職をお考えの方で、
実際の職場の雰囲気や業務内容を知
りたい方には、福祉の職場での仕事を
体験していただけます。体験にあたっ
て、資格や経験の有無は問いません。
　福祉の仕事を知り、その魅力に触れ
たうえで、自分にあった職場を見つけ
てみませんか。
※体験先は、本センターに職場体験受け入れ登
録がある事業所が対象です。

※体験日の日程・日数（最大10日）については要
相談。複数事業所での体験も可。

職場体験事業

　人材センター窓口への来所が難しい方のために、出張相談を行っています。

福祉のお仕事出張相談!!

体験先を選び、
申込みをする。

ステップ１

人材センター
が、事業所に連
絡し体験日等
の調整を行う。

ステップ2

職場体験へ

ステップ3

人材センターへ
「体験報告書」
を提出する。

ステップ4

大変実りある体験でした。実習せず
資格取得したので、実際仕事ができ
るか不安でしたが、体験させていた
だき、この仕事をやってみたいとい
う気持ちがより増してきました。

時　間
10:00～12:00
10:00～12:00

13:00～15:00

場　所相談日
第２水曜（奇数月）
第３水曜（奇数月）

第３火曜（奇数月）

ワークプラザ紀ノ川（岩出市野上野97岩出ショッピングセンター内）
ハローワーク御坊（御坊市湯川町財部943）

ハローワーク新宮（新宮市神倉4-2-4）
お問合せは紀南福祉人材バンク（TEL：0739-26-4918）まで

［職場体験の流れ］

　人材センター事業所での求職相談に加え、オンラインで
も相談に対応いたします。
　オンライン求職相談のお申込みは、右記QRコードから。

　県内の福祉施設・事業所に向けて、適正かつ安定した
経営や福祉サービスの質を向上させるための相談等に、
専門のアドバイザー（社会保険労務士）が応じます。相
談をご希望の場合は、人材センターにご連絡ください。
※相談は、対面もしくは電話・オンラインで承ります。
※対面の場合は、人材センター事務所で行います。

経営相談LINE「HOIKUSHI・縁」
　現在県内保育施設で就業中の保育
士や、今後就業を目指している方向け
のアカウントです。
　主に、保育に関する情報の配信を
行っています。

えん

福祉のお仕事体験してみませんか？

紀南福祉
人材バンクの
Instagram

体験者の声

福祉の現場で体験で
きる機会がこれまでな
かったので、今回、参
加することができ、大
変うれしかったです。

就労へのご希望をお聞きしてお仕事を紹介します!!
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紀南福祉
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Instagram

体験者の声

福祉の現場で体験で
きる機会がこれまでな
かったので、今回、参
加することができ、大
変うれしかったです。

就労へのご希望をお聞きしてお仕事を紹介します!!



県社協“発” ～県社会福祉協議会から 事業の案内や報告等を発信します！～

～老人福祉施設及び介護保険施設等を利用されている方々が制作した作品を展示します～

令和４年度「ふれあい作品展」開催！

開催
予告

令和4年度和歌山県地域福祉推進フォーラム
～子どもたちの“いま”と“これから”をみんなで考える～

　老人福祉施設や介護保険施設等を利用されている方々に、創造力を高め文化活動へ
の参加を促すとともに、多くの人 と々のふれあいや生きがいを創るために開催します。
　完成まで数カ月間かけて制作する作品や、複数名で制作する作品、個人でコツコツと
制作した作品など、毎年それぞれ工夫を凝らした素晴らしい作品をたくさん展示します。
　豊かな発想で作られた作品は、『癒し』を与えてくれ、心優しい気持ちにしてくれます。
　ご来場をお待ちしております。

昨年のふれあい作品展の様子

県いきいき長寿社会センター（県社協内）
TEL：073－435－5214

お問合せ先

●ご来場の際は、必ずマスクの着用をお願いします。発熱や軽度であっても咳・咽
頭痛などの症状や体調のすぐれない方はご来場をお控え下さい。
　会場入口で検温を実施させていただきます。
　発熱や咳症状を確認した場合は入場をお断りさせていただきます。
●出品者以外の方がご来場の場合は会場入口でお名前、連絡先をご記入願いま
す。
●混雑時は会場への入場を制限し、お待ちいただく場合がございます。

鑑
賞
に
際
し
て

12月15日（木）～12月19日（月）　午前10時～午後5時

和歌山ビッグ愛1階展示ホール

会 期

会 場

日　時 12月23日（金）13時～16時
 （午前：市町村社会福祉協議会 会長会議 開催）

会　場 和歌山ビッグ愛 １階 大ホール
内　容 基調講演　和歌山信愛大学 教授 桑原義登 先生
 ジンポジウム／

 実践発表　子ども・児童福祉分野の地域活動実践者

 （登壇者調整中）

総務企画部　企画班　TEL：073－435－5224お問合せ先

　毎年、その時勢に応じたテーマを設定
して開催している地域福祉推進フォーラ
ム。今年は“子ども”をテーマに開催しま
す。コロナ禍、社会的孤立の進行（つなが
りの希薄化）、地域共生社会の実現に向
けた施策が進められる中で、県内各地域
で子どもたちに向き合う活動者は何を
感じ、どのような想いで活動に取り組ん
でいるのか。その活動を紐解きながら、
私たちにできることをみんなで考えます。

お問合せ先 総務企画部　総務経営班 TEL：073-435-5222

　10月3日（月）、和歌山県民文化会館（和歌山市）にて、これま
で永年にわたり社会福祉の発展に功労のあった方々を表彰し、
その功績を讃えるとともに、今後の社会福祉、地域福祉活動のよ
り一層の推進を期するため、本表彰式を開催しました。

　１０月５日（水）、令和４年度和歌
山県白梅賞表彰式が和歌山県庁
の正庁で開催されました。
　この表彰は、県内において社会
福祉に献身的に活動し、その業績
が顕著であり、他の模範となる
方々に和歌山県知事から白梅賞
を授与してその功績を称えるもの
で、今年度は受賞者11名に対し、
仁坂吉伸知事から賞状とメダルが
贈呈されました。
　県社協からは、総括償還専門員
（兼：和歌山県福祉サービス運営
適正化委員会事務局次長）の太田
作也氏が同賞を受賞しました。

県知事感謝状34名3団体、県社会福祉協議会会長表彰108名5団体が受賞

県社会福祉協議会総括償還専門員
（兼：和歌山県福祉サービス運営適正化委員会事務局次長）

太田　作也 氏 
おおた さくや

1． 和歌山県知事
 感謝状贈呈

民生委員・児童委員功労者・・・・・・・・・・・・25名
社会福祉事業従事功労者・・・・・・・・・・・・・・・8名
福祉ボランティア功労者・・・・・・・・1名、3団体
 計34名、3団体

受賞おめでとうございます！

県社協会長表彰受賞者代表の
廣瀬　朱実氏
ひろせ あけみ

「受賞者代表のことば」を述べる
西川　富雄氏
にしかわ とみお

ふくしフォト
コンテスト
2022

入賞作品 披露

＼オ
ープニングで

／

民生委員・児童委員功労者・・・・・・・・・・・・43名
社会福祉施設役員・職員功労者・・・・・・・45名
社会福祉関係団体役員・職員功労者・・・6名
社会福祉協議会役員・職員功労者・・・・・・5名
ボランティア功労者・・・・・・・・・・・・・1名、3団体
永年勤続功労者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8名
優良社会福祉協議会・・・・・・・・・・・・・・・・・・2社協
 計108名、5団体

2． 和歌山県
 社会福祉協議会
 会長表彰

見に
来てネ
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info@akaihane-wakayama.or.jpメール

https://www.akaihane-wakayama.or.jp/Ｈ Ｐ

赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成
計
画
と

募
金
協
力
の
お
願
い

社会福祉法人
和歌山県共同募金会
〒640-8319
和歌山市手平２丁目１-２
県民交流プラザ
和歌山ビッグ愛７階
ＴＥＬ：073-435-5231
ＦＡＸ：073-435-5232

お問合せ先 　
助
成
申
請
を
受
付
け
た
と
こ
ろ
、た
く
さ
ん
の
助
成
申
請

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

○
福
祉
施
設
団
体
等
へ
の
助
成
計
画

　
・
総
額
　
１
億
１
０
３
８
万
円

○
助
成
の
決
定

　
10
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金

を
も
っ
て
助
成
を
し
ま
す
。

　
助
成
決
定
は
３
月
末
の
予
定
で
す
。

○
募
金
協
力
の
お
願
い

　
助
成
申
請
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
い
く
た
め
の
原
資

と
な
る
の
は
募
金
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
集
ま
り
に
く
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。つ
な
が
り
を
た
や
さ
な
い
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
、皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
を
必
要
と
し
ま
す
。

戸
別
募
金
、職
場
で
の
募
金
、街
頭
募
金
な
ど
皆
様
の
募
金

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

面接技法とアセスメント力の向上研修
開催日時
会 場

／11月29日㈫ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／11月8日㈫（必着）受講申込期限

メンタルヘルス研修
開催日時
会 場

／12月6日㈫ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／11月15日㈫（必着）受講申込期限

障がい者の権利擁護・虐待防止研修
開催日時
会 場

／12月14日㈬ 10：25～15：30
／和歌山ビッグ愛 ／11月22日㈫（必着）受講申込期限

クレーム・苦情対応研修
開催日時
会 場

／令和5年1月17日㈫ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／12月23日㈮（必着）受講申込期限

リスクマネジメント研修
開 催 日 時
会 場
受講申込期限

／令和5年2月14日㈫ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛
／令和5年1月24日㈫（必着）

ターミナルケア研修
開催日時
会 場
受講申込期限

／令和5年1月31日㈫ 10：25～16：00
／ビッグ・ユー（田辺市）
／令和5年1月11日㈬（必着）

申込受付中 福祉人材キャリア形成支援研修

地域福祉活動紹介シリーズ ［vol.181］

ひとづくり まちづくり ゆめづくり

　
10
月
3
日
に
開
催
さ
れ
た「
令
和
４
年
度
和
歌

山
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
式
」に
お
い
て
、社
会

福
祉
法
人
有
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
社
会
福

祉
法
人
か
つ
ら
ぎ
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
県
社
協

会
長
表
彰（
優
良
社
協
）を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た「
相
談
支

援
」「
参
加
支
援
」「
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」

の
実
効
あ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
県
内
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
組
実
績
を
称
え
る
も

の
で
す
。　

福
祉
教
育
の
実
践（
有
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
第
１
次
地
域
福
祉
活
動
計
画（
2
0
1
3
年
9
月

〜
）か
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子
ど
も
た
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未
来
へ
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希
望
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祉
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ま
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プ
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ジ
ェ
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ト
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案
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、子
ど
も
た

ち
に
対
す
る
福
祉
教
育
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
た
ち

を
核
と
し
て
広
が
る
福
祉
教
育
と
し
て
、地
域
福
祉

の
土
台
を
作
る
様
々
な
実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、2
0
1
7
年
に
多
様
な
方
と
の
協
働
に

よ
り
誕
生
し
た
地
域
交
流
拠
点
A
G
A
L
A
で
は
、

子
育
て
中
の
母
親
の
思
い
を
聴
き
、「
子
ど
も
た
ち
に

生
き
抜
く
力
を
つ
け
た
い
」と
の
思
い
を
社
協
が
受

け
止
め
、仲
間
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

和
歌
山
大
学
学
生
等

と
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は
、子
ど
も

た
ち
に
、今
起
こ
っ
て

い
る
課
題
に
向
き
合

っ
て
も
ら
う
た
め
、地

域
で
暮
ら
す
高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
方
、医
療
介
護

従
事
者
や
大
学
生
等
様
々
な
立
場
の
方
が
抱
え
る

困
難
と
解
決
へ
の
取
組
等
を
聴
き
、地
域
の
現
状
理

解
と
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
I
C
T
も

活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
サ
ポ
ー
ト  

―
災
害
時
に
も
活
き
る
取
組

（
か
つ
ら
ぎ
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
声
を
受
け
止
め
、

制
度
で
は
対
応
し
き
れ
な
い「
庭
の
草
引
き
」や「
窓

ふ
き
」等
の
要
望（
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
）に
対

応
す
る
た
め
に
立
ち
上
げ
た
社
協
独
自
の
事
業
で
す
。

訪
問
は
1
回
30
分
程
度
の
お
手
伝
い
、社
協
に
登
録

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
2
〜
4
名
で
支
援
対
象
者
宅

へ
訪
問
し
て
い
ま
す（
年
4
回
利
用
可
）。

　
困
り
ご
と
の
把
握
は
、居
宅
介
護
支
援
事
業
所
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、社
協
の
個
別
支
援
担
当

者
等
、多
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
活
動
は
、地
域
の
人
々
の
支
え
合
い
や
助
け

合
い
に
よ
り
課
題
解
決
に
取
り
組
む
も
の
で
、活
動

を
通
し
て
、自
然
と

笑
顔
が
生
ま
れ
、互

い
に
思
い
や
り
や
生

き
が
い
が
は
ぐ
く
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、支
援
対
象

者
の
ニ
ー
ズ
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
仕
組
は
、

災
害
時
に
も
活
き
る

取
組
と
い
え
ま
す
。

／令和5年 1月25日㈬ 9：55～17：00
　 1月26日㈭ 9：25～16：40
／和歌山ビッグ愛

キャリアパス対応生涯研修・チームリーダー研修
開催日時

会 場 ／11月30日㈬（必着）受講申込期限

一社）日本福祉用具供給
協会近畿支部和歌山ブロ
ック様が啓発にご協力く
ださいました！

　豊富な知識や経験､資格や技能を持った高齢者がたく
さん登録されています。
　地域でのお手伝い､イベントや学習会､学校行事などで
活用してみませんか！

わかやま元気シニア生きがいバンク
お問合せ（土・日・祝日を除く、9時～17時まで）

073‒435‒5214

わかやま元気シニア生きがいバンク

□人材を探す
□活動のご依頼
□バンクへの登録
WEBで検索！

わかやま元気シニア
生きがいバンク

わかやま元気シニア
生きがいバンク

高齢者の

生きがい

づくり

※研修の受講には、受講料がかかります。
※定員（先着）になり次第締め切ります。
※県社協会員は、会員価格で受講いただけます。
※詳細は県社協ホームページをご覧いただくか、直接お問合せください。 

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、
中止になる場合があります。

県福祉人材センター
「ハートワーク」（県社協内）
TEL：073－435－5210

お
問
合
せ
先

　地域福祉向上のために、
車いす2台をご寄附いただ
きました。心から御礼申し
上げます。

中村佳永様（写真右 故中村政右衞
門様のご長男）と県社協 南木常務
理事（写真左）

ご寄附ありがとうございます。

アパート型の居住支援施設 未翔上中島。バリアフリーで誰も
が使いやすい設計。２階の一室には法人の相談支援員も入
居し見守りを兼ねている。

左から  有田市社協   森川会長、かつらぎ町社協   中前会長

令和４年度県社協会長表彰（優良社協）
受賞おめでとうございます！

総
務
企
画
部

　企
画
班

T
E
L

：０
７
３-

4
3
5-

5
2
2
4

お問合せ先

防災ワークショップの様子

ちょっとサポート活動の様子

よしひさまさ  う   え  もん

故 中村  政右衞門　様・中村  佳永　様
なかむら なかむら

地域福祉部　健康生きがい班
〒640-8545 和歌山市手平2-1-2 和歌山ビック愛7F
TEL：073-435-5214

お
問
合
せ
先

令和5年2月16日㈭～19日㈰　10:00～17:00
和歌山ビッグ愛1階展示ホール
※作品の搬入・搬出の日時及び場所は申込書類を
お取り寄せいただき、ご確認ください。
県内在住(昭和39年4月1日以前に生まれた人)の
アマチュアが制作した作品で日本画、洋画、彫刻、工
芸、書、写真の出品を募集します。
個人作品（共同作品は不可）
自　由
無　料
作品は出品者による令和４年4月から出品申込期
限までの間に創作した未発表作品。
出品規格に合った作品を一人につき1点とします。
２部門にわたっての出品はできません。
お問合せくだされば、申込書類を郵送いたします。
令和5年1月12日㈭　期日厳守

会期・会場

出 品 資 格

テ ー マ
出 品 料
出 品 条 件

申 込 方 法
申 込 期 限

紀の国いきいき健康長寿祭 シルバー美術展
（兼：第35回全国健康福祉祭えひめ大会〔ねんりんピック
  愛顔のえひめ202３〕出品作品選考会） 作品募集
え  がお

J
R
和
歌
山
駅
前
で
の
街
頭
啓
発
の
様
子
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成
計
画
と

募
金
協
力
の
お
願
い

社会福祉法人
和歌山県共同募金会
〒640-8319
和歌山市手平２丁目１-２
県民交流プラザ
和歌山ビッグ愛７階
ＴＥＬ：073-435-5231
ＦＡＸ：073-435-5232

お問合せ先 　
助
成
申
請
を
受
付
け
た
と
こ
ろ
、た
く
さ
ん
の
助
成
申
請

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

○
福
祉
施
設
団
体
等
へ
の
助
成
計
画

　
・
総
額
　
１
億
１
０
３
８
万
円

○
助
成
の
決
定

　
10
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金

を
も
っ
て
助
成
を
し
ま
す
。

　
助
成
決
定
は
３
月
末
の
予
定
で
す
。

○
募
金
協
力
の
お
願
い

　
助
成
申
請
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
い
く
た
め
の
原
資

と
な
る
の
は
募
金
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
集
ま
り
に
く
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。つ
な
が
り
を
た
や
さ
な
い
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
、皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
を
必
要
と
し
ま
す
。

戸
別
募
金
、職
場
で
の
募
金
、街
頭
募
金
な
ど
皆
様
の
募
金

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

面接技法とアセスメント力の向上研修
開催日時
会 場

／11月29日㈫ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／11月8日㈫（必着）受講申込期限

メンタルヘルス研修
開催日時
会 場

／12月6日㈫ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／11月15日㈫（必着）受講申込期限

障がい者の権利擁護・虐待防止研修
開催日時
会 場

／12月14日㈬ 10：25～15：30
／和歌山ビッグ愛 ／11月22日㈫（必着）受講申込期限

クレーム・苦情対応研修
開催日時
会 場

／令和5年1月17日㈫ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／12月23日㈮（必着）受講申込期限

リスクマネジメント研修
開 催 日 時
会 場
受講申込期限

／令和5年2月14日㈫ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛
／令和5年1月24日㈫（必着）

ターミナルケア研修
開催日時
会 場
受講申込期限

／令和5年1月31日㈫ 10：25～16：00
／ビッグ・ユー（田辺市）
／令和5年1月11日㈬（必着）

申込受付中 福祉人材キャリア形成支援研修

地域福祉活動紹介シリーズ ［vol.181］

ひとづくり まちづくり ゆめづくり

　
10
月
3
日
に
開
催
さ
れ
た「
令
和
４
年
度
和
歌

山
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
式
」に
お
い
て
、社
会

福
祉
法
人
有
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
社
会
福

祉
法
人
か
つ
ら
ぎ
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
県
社
協

会
長
表
彰（
優
良
社
協
）を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た「
相
談
支

援
」「
参
加
支
援
」「
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」

の
実
効
あ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
県
内
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
組
実
績
を
称
え
る
も

の
で
す
。　

福
祉
教
育
の
実
践（
有
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
第
１
次
地
域
福
祉
活
動
計
画（
2
0
1
3
年
9
月

〜
）か
ら「
子
ど
も
た
ち
が
つ
な
ぐ
未
来
へ
の
希
望
福

祉
の
種
ま
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
案
し
、子
ど
も
た

ち
に
対
す
る
福
祉
教
育
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
た
ち

を
核
と
し
て
広
が
る
福
祉
教
育
と
し
て
、地
域
福
祉

の
土
台
を
作
る
様
々
な
実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、2
0
1
7
年
に
多
様
な
方
と
の
協
働
に

よ
り
誕
生
し
た
地
域
交
流
拠
点
A
G
A
L
A
で
は
、

子
育
て
中
の
母
親
の
思
い
を
聴
き
、「
子
ど
も
た
ち
に

生
き
抜
く
力
を
つ
け
た
い
」と
の
思
い
を
社
協
が
受

け
止
め
、仲
間
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

和
歌
山
大
学
学
生
等

と
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は
、子
ど
も

た
ち
に
、今
起
こ
っ
て

い
る
課
題
に
向
き
合

っ
て
も
ら
う
た
め
、地

域
で
暮
ら
す
高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
方
、医
療
介
護

従
事
者
や
大
学
生
等
様
々
な
立
場
の
方
が
抱
え
る

困
難
と
解
決
へ
の
取
組
等
を
聴
き
、地
域
の
現
状
理

解
と
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
I
C
T
も

活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
サ
ポ
ー
ト  

―
災
害
時
に
も
活
き
る
取
組

（
か
つ
ら
ぎ
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
声
を
受
け
止
め
、

制
度
で
は
対
応
し
き
れ
な
い「
庭
の
草
引
き
」や「
窓

ふ
き
」等
の
要
望（
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
）に
対

応
す
る
た
め
に
立
ち
上
げ
た
社
協
独
自
の
事
業
で
す
。

訪
問
は
1
回
30
分
程
度
の
お
手
伝
い
、社
協
に
登
録

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
2
〜
4
名
で
支
援
対
象
者
宅

へ
訪
問
し
て
い
ま
す（
年
4
回
利
用
可
）。

　
困
り
ご
と
の
把
握
は
、居
宅
介
護
支
援
事
業
所
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、社
協
の
個
別
支
援
担
当

者
等
、多
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
活
動
は
、地
域
の
人
々
の
支
え
合
い
や
助
け

合
い
に
よ
り
課
題
解
決
に
取
り
組
む
も
の
で
、活
動

を
通
し
て
、自
然
と

笑
顔
が
生
ま
れ
、互

い
に
思
い
や
り
や
生

き
が
い
が
は
ぐ
く
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、支
援
対
象

者
の
ニ
ー
ズ
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
仕
組
は
、

災
害
時
に
も
活
き
る

取
組
と
い
え
ま
す
。
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一社）日本福祉用具供給
協会近畿支部和歌山ブロ
ック様が啓発にご協力く
ださいました！

　豊富な知識や経験､資格や技能を持った高齢者がたく
さん登録されています。
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「ハートワーク」（県社協内）
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お
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せ
先

　地域福祉向上のために、
車いす2台をご寄附いただ
きました。心から御礼申し
上げます。

中村佳永様（写真右 故中村政右衞
門様のご長男）と県社協 南木常務
理事（写真左）

ご寄附ありがとうございます。

アパート型の居住支援施設 未翔上中島。バリアフリーで誰も
が使いやすい設計。２階の一室には法人の相談支援員も入
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令和４年度県社協会長表彰（優良社協）
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〒640-8545 和歌山市手平2-1-2 和歌山ビック愛7F
TEL：073-435-5214

お
問
合
せ
先

令和5年2月16日㈭～19日㈰　10:00～17:00
和歌山ビッグ愛1階展示ホール
※作品の搬入・搬出の日時及び場所は申込書類を
お取り寄せいただき、ご確認ください。
県内在住(昭和39年4月1日以前に生まれた人)の
アマチュアが制作した作品で日本画、洋画、彫刻、工
芸、書、写真の出品を募集します。
個人作品（共同作品は不可）
自　由
無　料
作品は出品者による令和４年4月から出品申込期
限までの間に創作した未発表作品。
出品規格に合った作品を一人につき1点とします。
２部門にわたっての出品はできません。
お問合せくだされば、申込書類を郵送いたします。
令和5年1月12日㈭　期日厳守

会期・会場

出 品 資 格

テ ー マ
出 品 料
出 品 条 件

申 込 方 法
申 込 期 限

紀の国いきいき健康長寿祭 シルバー美術展
（兼：第35回全国健康福祉祭えひめ大会〔ねんりんピック
  愛顔のえひめ202３〕出品作品選考会） 作品募集
え  がお

J
R
和
歌
山
駅
前
で
の
街
頭
啓
発
の
様
子
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いい日、いい日、毎日、あったか介護ありがとう11月11日は「介護の日」
福祉人材確保重点実施期間（11月4日～11月17日）

特 集
2 3

こ
の
冊
子
は
、

印
刷
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
で

心と心が通い合う「介護」の仕事（２～３頁に関連記事）心と心が通い合う「介護」の仕事（２～３頁に関連記事）

　このコーナーでは地域のふくしを支え

る宝物（人・物・笑顔）を紹介します。
トレジャー

地域の宝物見つけた!!

～「ふくし」は「 ふ だんの く らしの し あわせ」～

県社協SNS・ 和歌山県白梅賞・
 和歌山県社会福祉功労者表彰式のご報告
・ 和歌山県地域福祉推進フォーラム
 開催のご案内
・ 「ふれあい作品展」開催のご案内

4

5

・ 地域福祉活動紹介
 有田市社会福祉協議会・かつらぎ町社会福祉協議会
・ 赤い羽根共同募金
・ 情報案内コーナー
・ 　　　　　 トレジャー

6

7
8 ふ く し

こ
へ
で
も
訪
問
し
、助
言
を
行
う
な
ど
支
援
者
の
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
普
及
啓
発
及
び
研
修…

一
人
で
も
多
く
の
方
に
発
達

障
が
い
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
講
演
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。内
容
は
、一
般
啓
発
か
ら
支
援
者
を

対
象
に
し
た
も
の
ま
で
幅
広
く
実
施
し
て
い
ま
す
。

ポ
ラ
リ
ス
が
目
指
す
と
こ
ろ

　近
頃
、発
達
障
が
い
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ラ
リ
ス
で
は
み
ん
な
が
発
達
障
が
い
の
知
識
を
持
ち
、

発
達
障
が
い
を
特
性
と
捉
え
、共
生
で
き
る
社
会
を
目
指

し
、普
及
啓
発
活
動
や
研
修
会
開
催
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　今
回
は
、県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ポ
ラ
リ
ス（
以

下「
ポ
ラ
リ
ス
」と
い
う
）の
辻
幸
代
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。辻
さ
ん
は
、大
学
時
代
に
自
閉
症
の
子
ど
も
と
の

出
会
い
が
き
っ
か
け
で
自
閉
症
支
援
に
関
心
を
持
ち
、卒

業
後
も
積
極
的
に
勉
強
会
へ
の
参
加
な
ど
を
継
続
し
、現

在
は
ポ
ラ
リ
ス
の
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
、発
達
障
が
い
者

や
発
達
障
が
い
に
関
わ
る
方
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。以
下
、ポ
ラ
リ
ス
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

支
援
の
目
的

　発
達
障
が
い
は
環
境（
場
所
・
活
動
・
人
な
ど
）の
影
響

を
受
け
や
す
く
、一
生
に
わ
た
っ
て
の
理
解
と
支
援
が
必

要
で
す
。外
見
か
ら
は
わ
か
り
に
く
い
障
が
い
な
の
で
、全

て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
ス
ム
ー
ズ
に
環
境
に
適
応
で
き

る
よ
う
、住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

支
援
メ
ニ
ュ
ー

○
相
談
支
援…

発
達
障
が
い
者
本
人
や
家
族
だ
け
で
は

な
く
、学
校
な
ど
支
援
す
る
方
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

情
報
提
供
や
関
係
機
関
の
紹
介
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
要
予
約
、年
齢
制
限
な
し
、匿
名
可
。）

○
療
育
支
援（
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
）…

多
く
の
発
達
障

が
い
者
支
援
を
可
能
に
す
る
た
め
、依
頼
が
あ
れ
ば
ど

相談に来られた方への労いと、
リスペクトを大切に。

住 所
T E L
F A X
m a i l
H P

：和歌山市葵町３-２５
：073-413-3200
：073-413-3020
：polaris@jtw.zaq.ne.jp
：http://aitoku.or.jp/polaris

辻　幸代さん
和歌山県発達障害者支援センター

ポラリス

つじ さち よ

講演会のご案内

　発
達
障
害
の
あ
る
人
の
自
尊
感
情
を
育
て
可
能

性
を
広
げ
る
対
応
・
支
援
の
方
法
〜
叱
ら
な
い
け
ど

譲
ら
な
い
提
案
・
交
渉
型
ア
プ
ロ
ー
チ
〜

講

　
　師…

武
田
鉄
郎
氏

対

　
　象…

教
職
員
、福
祉
関
係
者
、発
達
障
が
い

に
関
心
の
あ
る
地
域
の
皆
さ
ま

実
施
方
法…

Youtube

配
信 

配
信
期
間…

12
月
12
日 

9
時
〜
26
日 

17
時

申
込
期
限…

12
月
25
日 

17
時

申 

込 

先…

Q
R
コ
ー
ド
ま
た
は

　
　
　
　
　メ
ー
ル

た
け
だ
て
つ
ろ
う


